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夏
の
ト
ビ
ウ
オ
漁
時
期
に
な

る
と
、
漁
村
の
集
落
ご
と
の
漁

業
小
屋

（地
図
参
照
）
に
関
係

生
徒
と
共
に
、
娯
楽
を
兼
ね
て

訪
間
す
る
行
事
が
あ
り
、
２
回

参
加
し
た
。
暗
い
う
ち
か
ら
起

き
出
し
て
船
を
出
し
、
馬
毛
島

の
周
り
を
巡
っ
て
待
機
し
て
い

る
各
集
落
の
漁
船
が
、

「魚
群

が
参
集
し
た
沿
岸
地
点
を
示
す

合
図
の
旗
」
が
岳
之
越
か
ら
上

が
る
と
、
全
速
力
で
、
そ
こ
へ

向
か
う
。

沿
岸
に
産
卵
の
た
め
や
っ
て

く
る
ト
ツ
ピ
ー
群
。
裸
の
若
者

が
船
首
で
素
っ
裸
に
な
り
、
素

早
く
六
尺
揮
姿
に
な
り
飛
び
込

む
。
２
隻
の
船
の
間
の
網
に
ト
ツ

ピ
ー
を
追
い
込
む
。
長
い
棒
で

海
面
を
叩
く
や
ら
、
大
声
で
指

示
す
る
や
ら
、
ま
る
で
集
団
喧

嘩
の
如
し
。
大
漁
、
小
屋
に
帰

船
、
塩
水
に
浸
し
て
炊
き
味
付

け
さ
れ
た
飯
と
新
鮮
な
刺
身
で

朝
食
兼
昼
食
。
あ
と

外
来
者
は
生
徒
と
島

一
周
や
釣
り
な
ど
で

過
ご
し
、
漁
師
た
ち

は
ト
ツ
ピ
ー
の
処
理

や
明
日
の
漁
へ
の
英

気
空
套
つ
。

６０
余
年
経
っ
て
も

強
烈
な
思
い
出
で
あ

る
。
豊
か
な
漁
や
平

和
の
小
島
の
風
物
詩

で
あ
る
。
昭
和
３０
年

代
に
小

・
中
学
校
の

分
校
が
あ
り

一
番
島

に
勢
の
あ
っ
た
時
代
に
は
、
私

は
転
任
し
た
先
の
高
校
生
を
引

率
し
て
、
夏
休
み
に
、
２
回
訪

ね
た
。
よ
じ
登
っ
た
最
高
点

・

岳
之
越
の
ト
ー
チ
カ
の
上
や
、

茅
葺
の
漁
業
小
屋
で
記
念
撮
影

し
、
多
い
と
さ
れ
る
マ
ム
シ
の

偶
然
の
捕
獲
を
し
た
り
、
牧
場

で
去
勢
さ
れ
た
牛
の
睾
丸
を
小

屋
の
上
に
並
べ
て
干
し
て
あ
る

の
質
問
し
た
り
し
て
、
牧
場
の

若
者
た
ち
と
交
流
し
た
。
今
、

立
派
な
大
人
に
な
っ
た
生
徒
た

ち
も
深
い
印
象
と
し
て
残
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
無

言
の
教
育
で
あ
る
。

昨
今
、
ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
馬

毛
島
軍
事
基
地
化
に
は
、
き
っ

と

「否
」
の
意
思
を
持
っ
て
い

る
に
違
い
な
い
。

一
時
的
な
経

済
効
果
の
た
め
に
賛
成
せ
ざ
る

を
得
な
い
人
々
も
、
そ
の
子
孫

た
ち
も
、
将
来
、
良
き
時
代
の

回
想
と
共
に

「心
底
か
ら
の
後

悔
」
に
陥
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
良
き
風
物
詩
の
頃
に
復
活
す

る
こ
と
を
願
う
に
違
い
な
い
と

確
信
し
て
い
る
。

近
年
、
私
は

「鹿
児
島
民
俗

学
会
」
と

「戦
争
を
語
り
継
ぐ

集
い
」
で
、
映
像
を
使
っ
て
Ｐ時

間
程
度
の

「馬
毛
島
報
告
」
を

行
っ
た
。
語
り
た
い
こ
と
は
際

限
が
な
い
く
ら
い
に
あ
る
が
、

そ
れ
を
語
る
と
饒
舌
に
な
る
か

ら
止
め
て
置
く
。
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今
回
の
総
選
挙
も
、　
一
票
の
格

差
は
憲
法
に
違
反
す
る
と
し
て
全

国
２
８
９
小
選
挙
区
の
選
挙
無
効

を
求
め
る
裁
判
が
起
こ
さ
れ
た
。

有
権
者
が
最
も
多
い
北
海
道
３
区

の
人
口
は
最
も
少
な
い
鳥
取
１
区

の
２

ｏ
０６
倍
。
鹿
児
島
は
１
区
ｌ
ｏ

５７
倍
、
２
区
ｌ

ｏ
４６
倍
、
３
区
１̈

３８
倍
、
筆
者
が
前
回
に
続
い
て
原

告
と
な
っ
た
４
区
は
ｌ
ｏ
４０
倍
だ
っ

た
。
定
数
１
の
小
選
挙
区
制
を
続

け
る
限
り
、
格
差
は
到
底
な
く
せ

な
い
。

一
票
の
格
差
は
選
挙
区
ご
と
の

権
者
数
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
る

の
で
、
参
院
選
の
比
例
区
や
昔
の

全
国
区
の
よ
う
に
全
国

一
つ
の
選

挙
区
に
す
れ
ば
格
差
は
生
ま
れ
な

い
。
そ
こ
ま
で
せ
ず
と
も
、
ブ
ロ
ツ

ク
制
や
１
県
１
区
制
に
改
め
れ
ば

相
当
改
善
が
可
能
だ
。
３
０
０
近

い
小
選
挙
区
で
は
毎
回
区
割
り
を

変
え
て
も
追
い
つ
か
な
い
。
頻
繁

な
区
割
り
の
変
更
は
有
権
者
に
も

立
候
補
者
に
も
迷
惑
な
話
だ
。

一
票
の
格
差
を
無
く
そ
う
と
い

う
と
、
大
都
市
選
出
の
議
員
を
増

や
し
て
田
舎
の
議
員
を
減
ら
す
運

動
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
、
敵
視

す
る
人
が
い
る
¨
地
方
の
声
が
国

政
に
反
映
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う

意
見
だ
。
当
然
、
地
方
に
根
強
く
、

も
っ
と
も
な
心
配
と
い
え
る
。

し
か
し
、
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う

か
。
鳥
取
１
区
と
比
べ
れ
ば
、
前

述
の
通
り
、
地
方
の
鹿
児
島
で
さ

え
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る

の
が
現
実
だ
。
そ
も
そ
も
地
方
選

出
国
会
議
員
が
地
方
の
声
を
第

一

富・

に
考
え
て
い
る
と
は
限
ら

一一
　

な
い
。
自
身
の
立
身
出
世

一
　

を
第

一
と
し
、
故
郷
に
錦

醜
　

を
飾
る
こ
と
ば
か
り
夢
見

睫
　

て
い
る
人
物
も
い
る
。
戦

萱
　

後
政
治
を
振
り
返
れ
ば
、

一一　

地
方
選
出
の
自
民
党
国
会

一
　

議
員
が
中
心
に
な

っ
て
農

醍
　

林
水
産
業
を
切
り
捨
て
、

デ
　

ロ
ー
カ
ル
線
を
廃
止
し
、

ｒ　■
型
一　
郵
政
民
営
化
を
進
め
、
消

「
“　
費
税
を
引
き
上
げ
て
き
た

鉦
駐　
の
で
は
な
い
か
。
地
方
選

ぼ議
』
替　
出
議
員
が
地
方
を
守
り
発

Ｆ
轟　
展
さ
せ
て
き
た
と
は
言
い

難
い
。
と
こ
ろ
で
、
選
挙
無
効
の
判
決

が
出
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
提
訴

は
比
例
区
の
効
力
は
争
っ
て
い
な

い
の
で
、
小
選
挙
区
選
挙
が
無
効

に
な
っ
て
も
、
比
例
選
出
議
員
１

７
６
人
が
残
り
、
衆
院
は
機
能
す

る
。
今
回
の
比
例
区
当
選
者
は
自

民
５９
人
、
公
明
２０
人
だ
か
ら
、
与

党
の
議
席
占
有
率
は
４４
％
と
な
る
。

残
っ
た
議
員
で
改
正
法
を
つ
く
り
、

２
８
９
人
分
の
再
選
挙
を
や
れ
ば

な
い
か
ｃ
実
際
の
小
選
挙
区
を
含

め
た
当
湘幕
石
は
自
公
で
２
１
５
人
。

差
の
４０
人
は
小
選
挙
区
制
度
に
よ

る
大
政
党
へ
の
ボ
ー
ナ
ス
と
い
え

る
。

一
票
の
格
差
と
と
も
に
、
大

政
党
に
有
利
な
小
選
挙
区
制
が
国

政
を
歪
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
ろ
う
。

Ｈ
月
１６
日
付
朝
日
新
聞
の
土
曜

版
ｂｅ
に
載

っ
た
ネ

ツ
ト
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
に
よ
る
と
、

「１
票
の

価
値
を
も

っ
と
信
じ
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
に
は
？
」
と
の
問
い
に
２

４
３
４
人
の
う
ち
１
０
４
９
人
が

「小
選
挙
区
制
を
や
め
る
」
と
、

９
１
７
人
が

「１
票
の
格
差
是
正
」

と
回
答
し
た
。

一
票
の
格
差
是
正

を
て
こ
に
ア
ン
フ
ェ
ア
な
小
選
挙

区
制
を
廃
止
し
て
ほ
し
い
。

一
票
の
格
差
て
こ
に
小
選
挙
区
制
廃
上
を

高
谷
　
秀
男

・
大
崎
町
在
住

国 政 選 挙 におけ る 一 漂の 格 差をめ ぐる最 高 裁 判 決

最大格襲
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因
み
に
、
衆
院
全
４
６
５
議
席

を
全
比
例
区
の
得
票
率
で
按
分
す

る
と
、
自
民
１
２
４
人
、
公
明
５１

人
、
合
計
１
７
５
人
と
な
り
、
与

党
の
議
席
占
有
率
は
３７
％
と
な
る
。

こ
れ
が
政
党
と
し
て
の
実
力
で
は

お

知

ら

せ

①
十
二
月
定
例
会

日
時
　
十
二
月
十
五
日

（
日
）
十
三
時
三
十
分
か
ら

場
所
　
国
分
中
央
公
民
館
三
階
会
議
室

議
題
　

・
次
年
度
役
員
体
制
に
つ
い
て

・
総
会
内
容
に
つ
い
て

②
定
期
総
会
開
催
に
つ
い
て

日
時

　

一
月
十
九
日

（
日
）
十
三
時
三
十
分
か
ら

（
予
定
）

場
所
　
国
分
中
央
公
民
館
三
階
会
議
室

（
予
定
）

※
多
く
の
会
員
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
会
員
以
外
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
）
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